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要約 沖縄職業能力開発大学校応用課程生産機械システム技術科において、精密板金加工

応用実習（以下、本実習という）を新たに計画し実施した。本実習は、板金加工や

溶接に関する実践的活用法を習得することを目的とし、１年次の２期と３期にかけて実施した。

本実習を実施した結果、設定した２つの課題製作を通して、当初の目的は達成できたと考える。

また、標準課題や開発課題への足がかりとしての効果も十分に期待できる手応えを感じた。

　本稿では、今回実施した本実習の内容について、設定した課題内容、実施方法、実施結果

および実施効果について報告する。

Ⅰ　はじめに

職業能力開発大学校応用課程では、ワーキンググ

ループ方式によるものづくり課題学習を通して、現在

社会が求めている生産現場を支える人材（1）、（2）、引い

ては生産現場のリーダーとなる実践技術者の育成を目

指している（3）。

応用課程におけるものづくり課題学習としては、1

年次の標準課題と２年次の開発課題がある。この２つ

の課題は学生が数名のグループを組んでものづくりを

行うものである。両者の違いはグループの組み方と課

題の与え方にある。標準課題は、例えば機械専攻の学

生であれば、その専攻の中だけでグループを組ませ、

あらかじめ仕様が決められた課題に対して、専門課程

等で習得した基礎知識、技術および技能を駆使するこ

とにより解決していく課題となっている。図１に機械

系で実施している標準課題の一例を示す（4）。

一方、開発課題は、機械、電子および情報を専門と

する学生達が科の垣根を越えて数名でグループを組み、

企画開発から設計、製作および評価までを１年間かけ

て行う課題となっている。

こうしたものづくり課題学習を、学生に効果的に実

施するためには、課題学習に円滑に取り組むために必

要な基礎知識、技術および技能を、学生にきちんと復

習させておく必要がある。そのため、筆者らは、標準

課題前に設定されている精密加工応用実習について、

学生が標準課題へ円滑に取り組むために必要となる、

加工技術や技能を習得できる教材を開発し実施してき

た（5）、（6）、（7）。

精密加工応用実習は、精密切削、研削および放電加

工を中心とした加工技術の応用的活用法の習得を目標

とした専攻実技科目である。指導員にとっては、この

科目により、標準課題や開発課題を円滑に進めるため

の技術・技能を、各学生が専門課程等でどれぐらい身

につけてきたか確認し、不足している技術・技能をき

ちんと補える唯一の場でもある。これまでの経験から、
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図１　標準課題：空気圧FAシステムの設計・製作
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精密加工応用実習は標準課題実施前に必要不可欠な実

技科目であると考える。

こうした切削加工を中心とした実習が標準カリキュ

ラムに設定されている一方、筐体製作に必要な板金加

工技術や、装置の構造物製作等に必要な溶接技術につ

いて、その実践的活用法を習得する実習科目は設定さ

れていない。そのため、開発課題の設計や製作の中で、

板金加工や溶接が必要となる場面や、就職先での業務

において、これらの技術・技能要素が不足しているこ

とから、学生や卒業生が戸惑う場面がよくあり、実習

を重ねる度に、板金加工や溶接に関する実習教科目の

必要性を感じるようになってきた。

そこで、板金加工や溶接に関する実践的活用法を習

得することを目的として、新たな実習科目の設定を検

討することにした。この実習科目を標準課題や開発課

題実施前に設定することで、学生がものづくり課題学

習へこれまで以上に円滑に取り組むことが可能となり、

教育訓練効果をより高めることが可能であると考える。

新たな実習科目は、2004年度の応用課程標準カリキュ

ラム改訂後、2005年度に検討に入り、 実施時期、実施

方法および訓練機器手配等の準備を進めた。そして、

2006年度に「精密板金加工応用実習」を新たな標準外

科目として科目申請し、2007年度の訓練から実習科目

として実施した。

本稿では、新たに導入した「精密板金加工応用実習」

（以下、本実習という）について、その実習内容と、

今回実施した結果について報告する。

Ⅱ　実習概要

本実習科目は、４単位（72H：２Hを１時限とし、

１時限の実時間は100分）で設定し、標準課題や開発

課題に円滑に取り組めるよう、専門課程等で習得した

板金加工や溶接の技術・技能を確認し、その実践的な

活用法を習得することを目的とした。

本実習の課題設定にあたり、以下の４点に主眼を置

き、課題の開発を行った。

①　製作した部品を総合的に組み立てできる課題にす

ること。

②　実習場内にある加工機械をできるだけ多く活用で

きること。

③　できるだけ多くの加工要素を含むこと。

④　課題を製品に見立て、仕上がり具合を確認できる

課題とすること。

今回、本実習の課題として開発したものを図２、図

３に示す。図２の課題は、１辺が54mmのステンレス

製のサイコロ（以下、サイコロ課題という）で、２つ

に分割した部品を板金加工により製作し、その後２つ

の部品を溶接により接合する課題となっている。次に、

図３の課題は、アルミ製のティッシュケース（以下、

ティッシュケース課題という）であり、製作後に市販

のボックスティッシュを収納して利用できる課題と

なっている。

図２　実習課題：サイコロ課題

図３　実習課題：ティッシュケース課題

訓練時間の関係から、当初、課題の設定は１つに絞

る考えであったが、板金加工にしても、溶接にしても、

基礎的な技術・技能の確認や練習時間が必要であり、

このうち、板金加工の基礎技術を確認するための課題

として、ティッシュケース課題を設定した。そして、

ティッシュケース課題実施後に、サイコロ課題に取り

組み、製品寸法から展開図を作成し、板取や曲げ位置

を考えて各学生が製作を進められるよう計画した。サ

イコロ課題の溶接はTIG溶接とし、接合後に研磨仕
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上げを施して、製品としての仕上がりを学生自身に意

識させるよう心掛けた。

サイコロ課題においては、サイコロの目をプレス加

工により穴抜きすることとした。図４は本課題を実施

するために製作するプレス金型である。本実習では、

金型設計に関する簡単な講義も行い、金型部品を学生

に分担して加工させ、学生全員で１つのプレス金型を

製作させる計画とした。こうして自分たちが製作し、

組立・調整した金型を、実際に学生達がプレス機に取

り付けて加工することで、プレス加工への理解がより

深まるものと考えられる。

一方、ティッシュケース課題の製作では、ティッシュ

を引き出す開口部の加工を、金型による穴抜きではな

く、フライス盤による薄板への穴加工により製作を行

うよう計画した。これにより、薄板へ穴加工をする場

合のフライス盤利用方法について学生に習得させるこ

ととした。

図４　設計したプレス金型

Ⅲ　実施方法

本実習の実施に当たり、以下の点を考慮した。

①　設定した全ての課題に各学生が取り組み、課題を

通して技術や技能をきちんと習得できる実習環境を

整えること。

②　加工機順番待ちによる学生の空き時間を極力少な

くすること。

図５に本実習の実施時期を示す。図に示すように２

期から３期にかけて計画し、各期で２単位ずつ実施す

ることとした。標準課題の製作が３期に始まることを

考えると、２期の間に本実習を実施するのが理想的で

はあったが、他の授業科目との関係もあり、２期と３

期での実施となった。本実習の全日程について、計画

した１回目から９回目までの内容を表１に示す。１回

の実習時間は朝から夕方までの８H（４時限分）とし、

準備から片づけを含めて、実習時間の無駄がなるべく

発生しないように設定した。この丸１日という長い時

間を確保するために、２期では集中実習を５日間利用

し、３期では、標準課題の時間と抱き合わせて、３期

が始まってからなるべく早い時期に実施するよう工夫

をした。

また、表中に示すように、加工実習はA班、B班と

２つのグループに分け、加工指導は常時指導員２名体

制で、この班毎に集合実習形式で行うよう計画した。

表１の計画に校外実習とあるのは、当大学校で所有し

ていないタレットパンチプレスを、大学校近隣の民間

企業で加工体験させ、板金加工工場の見学も含めて知

識を広げさせるためである。図６は１年生12名に本実

習を実施する場合の指導体制を示したものである。図

に示す通り、６名が板金加工、残り６名が溶接に分か

図５　実施時期

表１　実習計画

図６　指導体制
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れて実習する形態となることを示している。

なお、本実習では、技術・技能をきちんと身につけ

させるという観点から、設定した図２、図３に示す２

つの課題を各学生に製作させることにした。

Ⅳ　実施結果

2007年度、沖縄職業能力開発大学校生産機械システ

ム技術科１年生に対して本実習を実施した。

図７に企業でのタレットパンチプレス加工実習の様

子を、図８に製作したプレス金型の全部品とその組立

調整作業の様子を示す。学生による金型部品製作は、

精密な位置での穴開け加工が中心で、フライス盤を中

心に製作を行った。組立調整したプレス金型を用い、

サイコロの目になる部分の加工を図９に示すように実

施した。プレス加工で穴抜きを行った後、校外実習で

製作したプレートと合わせて２枚のプレートを曲げ加

工した。曲げ加工後、図10のように合わせ面を溶接し、

最終的には溶接部を研磨仕上げし、図11（a）に示す

サイコロ課題を完成させた。また、板金加工の基礎技

術を確認するための課題として実施した、ティッシュ

ケース課題の完成品を図11（b）に示す。

２つの実習課題を実施した結果、実習時間内に、全

学生が課題を完成させることがきた。

Ⅴ　実施効果

本実習は2007年度に初めて取り組んだものであり、

その実施効果については、今後、本実習に取り組んだ

学生が２年生に進み、開発課題を実施した後に調査す

る予定である。しかしながら、本実習を実施した後に、

学生から感想を聞いたところ、板金加工や溶接につい

て、技能や技術が向上して良かったと答える学生が多

図７　企業での実習風景 図９　プレス金型による穴抜き

図８　プレス金型部品と組立調整の様子
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く、本実習に対する学生の評価が良好であることが分

かった。また、本実習を経験した学生が、図１の標準

課題「空気圧FAシステムの設計・製作」に取り組ん

だ結果、課題製作において、板金・溶接による簡単な

ギヤボックスを学生自ら設計・製作した。これまで数

年間の標準課題取組みの中で、学生が自ら板金・溶接

を課題の設計・製作に取り込む行動を見たことがなく、

今回の学生のこうした行動は、本実習の実施効果では

ないかと考えられる。

Ⅵ　おわりに

今回、精密板金加工応用実習を新たに計画し、実施

した。その結果、設定した２つの課題製作を通して、

板金加工や溶接に関する実践的活用法を習得するとい

う目的は達成できたと考える。また、標準課題や開発

課題への足がかりとしての効果も十分に期待できる手

応えを感じた。

今後は、本実習を実施しながら、その実施効果を検

証し、応用課程におけるものづくり課題学習の訓練効

果がより高まるよう、課題内容の充実を図りたい。
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（a) サイコロ課題

図10　溶接作業と研磨仕上げ作業

（b) ティッシュケース課題

図11　製作した実習課題
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